
様式１ー２②

様式１-②

単位数

　教科 〇※ 　科目 １年 ２年 計 ３年 計 １年 ２年 ３年 計

○ 国 語 総 合 2 2

○ 現 代 の 国 語 2 2 2

○ 言 語 文 化 2 2 2

○ 世 界 史 Ａ 2 2

○ 地 理 Ａ 2 2

○ 地 理 総 合 2 2 2

○ 歴 史 総 合 2 2 2

○ 現 代 社 会 2 2

○ 公 共 2 2 2

数　学 ○ 数 学 Ⅰ 2 2 2 2 2

○ 科 学 と 人 間 生 活 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1)

○ 生 物 基 礎 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1)

○ 体 育 2 3 7 2 7 2 3 2 7

○ 保 健 (2) (2) (2) (2) (2)

芸　術 ○ 音 Ⅰ ･ 美 Ⅰ ･ 書 Ⅰ 1 2 1 2 1 1 2

○ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 1 1 2

○ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 2 2

家　庭 ○ 家 庭 基 礎 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1)

○ 社 会 と 情 報 (1) (1) (2)

○ 情 報 Ⅰ (1) (2) (1) (2)

8 11 26 7 26 8 11 5 24

○ 医 療 と 社 会 1 2 1 2 1 1 2

○ 人体の構造と機能 10 10 10 10 10

○ 疾病の成り立ちと予防 3 2 5 5 3 2 5

○ 生 活 と 疾 病 5 10 5 10 5 5 10

○ 基 礎 保 健 理 療 3 5 2 5 3 2 5

○ 臨 床 保 健 理 療 2 7 5 7 2 5 7

○
地 域 保 健 理 療 と
保 健 理 療 経 営

1 1 1 1 1

○ 保健理療基礎実習 5 4 9 9 5 4 9

○ 保健理療臨床実習 6 6 6 6 6

○ 保健理療情報活用 1 1 2

○ 保 健 理 療 情 報 1 2 1 2

○ 課 題 研 究 1 1 3 1 3 1 2 3

20 18 60 22 60 20 17 23 60

(1) (1) (3) (1) (3) (1) (2) (3)

28 29 86 29 86 28 28 28 84

1 1 3 1 3 1 1 1 3

1 1 3 1 3 1 1 1 3

卒業に必要な最低修得単位数 92 92 90

保健理療(あん摩・マッサージ・指圧)の職業教育

令和５年度入学

　第１学年　０学級

令和４年度入学

保健理療科 特　色   　　学　　科　　名 保健理療科に関する学科

入 学 年 度 別
学級数・生徒数

単　　位　　数 単　　位　　数 単　　位　　数

３年 １年 ２年

　第２学年　１学級

令和３年度入学

　第３学年　１学級

（０人） （１人） (１人）

国　語 2

2

公　民
2

2

2

地　理
歴　史

保　健
2 2 3

(2)

2

理　科
1(1)

1(1)

1 1

外国語
1 1

1(1)

情　報
(1) (1)

10

3 2

普　　通　　科　　目　　計 7 8 11

1 1

5 2

1

5 5

2 3

1

総 合 的 な 探 究 の 時 間 (1) (1) (1)

合　　　　　      　　　計

1 1 1

専　　門　　科　　目　　計 22 20 18

1 1

5 4

6

香川県立視覚支援学校　

・「社会と情報」２単位は「保健理療情報活用」２単位で代替。（令和３年度入学生）

・「情報Ⅰ」２単位は「保健理療情報」２単位で代替。（令和４、５年度入学生）

・「総合的な探究の時間」の３単位は「課題研究」３単位で代替。

・「特別活動」の１単位は、週1時間のＬＨＲを実施する。

・「総合領域」５単位は、「保健理療情報活用（令和４、５年度入学生は保健理療情報）」２単位、「課題研究」３単位で構成。

専門教育を主とする学科における教育課程

29 28 29

保
　
健
　
理
　
療

 備　　　　考

・「科学と人間生活」２単位のうち１単位は、「疾病の成り立ちと予防」で代替。

・「生物基礎」２単位のうち１単位は、「人体の構造と機能」で代替。

・「保健」２単位は「人体の構造と機能」２単位で代替。

・「芸術」は、「音楽Ⅰ」、「美術Ⅰ」、「書道Ⅰ」から１科目を選択し、２・３年と継続履修する。

・「家庭基礎」２単位のうち１単位は、「疾病の成り立ちと予防」で代替。

特別活動(週当たり単位時間) 1 1 1

自立活動(週当たり単位時間) 1 1


